
白神八甲田緑の回廊 

管轄森林管理局・署 東北森林管理局 津軽森林管理署・三八上北森林管理署・米代

西部森林管理署・米代東部森林管理署 

所在地 青森県（弘前市、平川市、大鰐町、西目屋村）、秋田県（大館

市、鹿角市、藤里町） 

面積 約 22,000 ha（関連する保護林約 18,000ha） 

設定 平成 13 年 

緑の回廊の概要 

（設定目的） 

世界遺産でもある白神山地森林生態系保護地域から、青森・秋

田の県境沿いに、八甲田・十和田湖周辺まで、白神八甲田緑の

回廊を設定し、奥羽山脈緑の回廊と接続することで、ネットワ

ーク化を促進し、森林の連続性の確保、森林生態系の一層の保

護・保全を図り、もって、生物多様性の維持に資するものとす

る。 

 

  

モニタリング調査概要 

実施年度 令和 2年度 

調査項目 森林タイプの分布状況、森林調査プロットにおける樹木や下層

植生の生育状況、野生動物の生息状況、森林の被害状況等 

調査手法 森林生態系多様性基礎調査と保護林モニタリング調査、森林

GIS、森林調査簿、施業履歴等の既存資料を整理、分析した。 

結果概要 関連保護林を合わせ 84％がブナ林等の天然林で、人工林は多く

をスギ林が占める。最近の 5年間で主伐、間伐等の施業が行わ

れた面積は 920ha である。災害等による森林被害は発生してい

ないが、一部の地域でナラ枯れが確認されている。ニホンジカ

の目撃事例が増加し、監視活動が行われるようになってきてい

る。 

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。 

  



北上高地緑の回廊 

管轄森林管理局・署 東北森林管理局 三陸北部森林管理署、三陸北部森林管理署久

慈支署・三陸中部森林管理署・盛岡森林管理署・岩手南部森林

管理署遠野支署 

所在地 岩手県（盛岡市、久慈市、宮古市、遠野市、釜石市、大船渡

市、岩泉町、葛巻町、住田町） 

面積 約 27,000 ha（関連する保護林 約 10,100 ha） 

設定 平成 13 年 

緑の回廊の概要 

（設定目的） 

北上高地緑の回廊は、概ね北上高地の分水嶺沿いに早池峰山周

辺森林生態系保護地域を核とし、北は久慈市の平庭岳、南は大

船渡市の毛無森山まで約 2km の幅で約 150km にわたり設定され

た。原則として既存の保護林を連結するとともに、回廊の南端

に位置する五葉山において保護林を新設している。 

 

  

モニタリング調査概要 

実施年度 令和 2年度 

調査項目 森林タイプの分布状況、森林調査プロットにおける樹木や下層

植生の生育状況、野生動物の生息状況、森林の被害状況等 

調査手法 森林生態系多様性基礎調査と保護林モニタリング調査、森林

GIS、森林調査簿、施業履歴等の既存資料を整理、分析した。 

結果概要 関連保護林を合わせ 76％がブナ林等の天然林であるが、代償植

生が多くを占める。人工林ではカラマツ林が 16％、アカマツ林

が 5％である。最近の 5年間で主伐、間伐等の施業が行われた

面積は 2,497ha である。ニホンジカの植生への影響が顕在化し

てきており、ニホンジカの目撃事例が増加し、監視活動が行わ

れるようになってきている。 

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。 
  



八幡平太平山緑の回廊 

管轄森林管理局・署 東北森林管理局 米代東部森林管理署、米代東部森林管理署上

小阿仁支署、秋田森林管理署 

所在地 秋田県（秋田市、北秋田市、仙北市、鹿角市） 

面積 約 11,000 ha（関連する保護林 21,000 ha） 

設定 平成 17 年 

緑の回廊の概要 

（設定目的） 

八幡平太平山緑の回廊は、平成 17 年度に奥羽山脈の八幡平焼

山から続く分水嶺を南西方向へ進み、大覚野峠を経由し、太平

山に至る約 60km にわたり設定された。面積は約 11,000ha で、

連結される保護林約 21,000ha を合わせると約 32,000ha であ

る。緑の回廊同士を連結させることで、保護林と緑の回廊のネ

ットワークを拡大している。 

 

  

モニタリング調査概要 

実施年度 令和 2年度 

調査項目 森林タイプの分布状況、森林調査プロットにおける樹木や下層

植生の生育状況、野生動物の生息状況、森林の被害状況等 

調査手法 森林生態系多様性基礎調査と保護林モニタリング調査、森林

GIS、森林調査簿、施業履歴等の既存資料を整理、分析した。 

結果概要 関連保護林を合わせ天然林が 92％を占める。ブナ林に加え八幡

平周辺にはオオシラビソなどの亜高山植生が分布している。人

工林はほとんどがスギ植林地である。最近の 5年間で主伐、間

伐等の施業が行われた面積は 383ha である。災害や病虫害によ

る森林被害は発生していない。H29 年にツキノワグマの人身被

害が発生し、一部では入林禁止措置が継続されている。 

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。 

 
 


